
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
異
例
の
空
港
出

迎
え
ニ
ュ
ー
ス
は
、
改
め
て
「
米
国

に
並
び
立
つ
中
国
」
と
い
う
印
象
を

世
界
に
呼
び
起
こ
し
た
。

経
済
面
を
中
心
に

両
国
の
連
携
発
展
に
動
く

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
発
表
し
た
首

脳
会
談
「
成
果
文
書
」
に
は
、
11
月

の
米
国
中
間
選
挙
を
控
え
、
物
価
高

と
消
費
低
迷
に
苦
慮
す
る
ト
ラ
ン
プ

が
、
強
く
期
待
す
る
米
中
貿
易
戦
争

（
関
税
・
報
復
関
税
）
の
棚
上
げ
、

米
側
の
石
炭
・
農
産
物
の
大
量
安
定

輸
出
、
中
国
側
の
消
費
財
大
量
輸
出

と
レ
ア
ア
ー
ス
輸
出
規
制
の
緩
和
等

の
取
り
決
め
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

詳
細
は
別
の
機
会
と
す
る
が
、
両

国
は
ま
た
話
題
の
Ａ
Ｉ
暴
走
な
ど
未

来
リ
ス
ク
に
対
し
て
「
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
」
で
は
な
く
「
ス
ー
パ
ー

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
Ｓ
Ｉ
）
と
い

う
用
語
を
用
い
て
、
Ｓ
Ｉ
事
故
対
応

の
二
国
間
チ
ャ
ネ
ル
確
立
に
同
意
し

た
。さ

て
、
５
月
の
第
１
回
米
中
首
脳

（
北
京
）
会
談
で
、
習
近
平
主
席
が

提
起
し
た
台
湾
問
題
（
両
国
関
係
で

は
「
台
湾
問
題
が
要
」
で
あ
り
、
そ

の
「
処
理
を
誤
れ
ば
米
中
は
衝
突
に

至
る
」
）
は
、
第
２
回
首
脳
会
談
で

は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

米
国
・
成
果
文
書
に
言
及
は
な
い
。

習
近
平
は
引
き
続
き

台
湾
問
題
の
慎
重
な

処
理
を
強
調

第
２
回
首
脳
会
談
冒
頭
、
習
近
平

主
席
は
「
米
国
側
が
台
湾
独
立
に
反

対
す
る
と
い
う
正
し
い
立
場
を
堅
持

し
、
台
湾
問
題
を
慎
重
に
処
理
す
る

こ
と
を
望
む
」
と
迫
っ
た
。

従
来
米
国
は
「
台
湾
独
立
を
支
持

し
な
い
」
と
言
っ
て
き
た
が
、
さ
ら

に
正
し
い
立
場
「
台
湾
独
立
に
反
対

す
る
」
立
場
に
立
ち
な
さ
い
、
と
主

張
し
て
い
る
。

「
支
持
し
な
い
」
と
「
反
対
す
る
」

と
は
ど
う
ち
が
う
の
か
。

習
近
平
の
「
要
請
」
の

内
容
は
５
月
会
談
時
よ
り

さ
ら
に
厳
し
い

米
国
は
１
９
７
９
年
に
中
国
と
国

交
回
復
し
、
同
時
に
台
湾
と
断
交
し

た
。
た
だ
し
、
米
国
国
内
法
と
し
て

「
台
湾
関
係
法
」
を
制
定
、
台
湾
に

武
器
を
売
却
し
て
事
実
上
の
台
湾
防

衛
に
も
関
わ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。

国
交
の
あ
る
中
国
と
防
衛
に
関
わ

る
台
湾
と
の
軍
事
的
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
戦
略
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
「
台
湾

の
独
立
を
支
持
し
な
い
」
こ
と
が
こ

の
戦
略
の
成
立
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
が
行
う
台
湾
へ
の
武
器

売
却
も
こ
の
戦
略
に
沿
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
「
台
湾
の
独
立
に
反
対

す
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
い
わ
ば

あ
い
ま
い
「
戦
略
」
を
放
棄
し
て
、

「
一
つ
の
中
国
」
原
則
す
な
わ
ち

「
台
湾
は
中
華
人
民
共
和
国
の
領
土

の
一
部
で
あ
る
」
と
い
う
立
場
に
立

ち
き
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

習
近
平
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
こ
の

よ
う
な
変
更
を
鋭
く
迫
っ
た
の
で
あ

る
。ト

ラ
ン
プ
は
台
湾
問
題
に

ダ
ン
マ
リ
を

き
め
こ
ま
ざ
る
を
え
な
い

第
１
回
首
脳
会
談
で
は
、
ト
ラ
ン

プ
は
「
台
湾
問
題
も
取
引
次
第
」
と

し
た
の
だ
が
、
習
近
平
は
第
２
回
会

談
冒
頭
に
台
湾
問
題
の
要
は
「
台
湾

独
立
に
反
対
す
る
」
の
か
ど
う
か
、

と
再
び
迫
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
は
成
果
文
書
で
こ
れ
を

全
く
無
視
し
た
の
だ
か
ら
、
場
合
に

よ
っ
て
は
「
米
中
衝
突
も
辞
さ
な
い
」

と
宣
言
し
た
と
も
い
え
る
。

こ
れ
は
世
界
と
米
国
の
世
論
に
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

「
す
べ
て
は
デ
ィ
ー
ル
（
交
渉
）
」

の
ト
ラ
ン
プ
、
ど
う
す
る
？

中
国
百
科
検
定

ネ
ッ
ト
で
学
び
ま
し
ょ
う

日
中
友
好
協
会
主
催
の
対
策
講
座

「
汉
语

中
国
の
こ
と
ば
」

講
師：

小
林
二
男
先
生

（
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）

百
科
検
定
で
出
題
さ
れ
た
中
国
の

こ
と
ば
に
関
連
し
た
問
題
を
解
き

な
が
ら
、
中
国
の
共
通
語
、
方
言
、

文
字
、
発
音
、
発
音
表
記
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

10
月
17
日

２
時
～
３
時
半

ズ
ー
ム
８
７
４
７
２
７
７
３
０
１
４

パ
ス
コ
ー
ド

９
９
４
８
９
８
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第
２
回
米
中
首
脳
会
談
を
読
む

大
阪
府
連
会
長

山
本
恒
人

今
回
の
本
部
指
導
員
研
修
は
ヒ

ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
１
日
目
は
11
月
に
開
催

さ
れ
る
「
50
周
年
記
念
全
国
交
流

会
」
の
音
合
わ
せ
や
、
各
教
室
か

ら
出
さ
れ
た
太
極
拳
の
疑
問
の
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。
他
府
県
の
教

室
の
方
々
は
教
科
書
を
良
く
読
み
、

毎
回
疑
問
も
沢
山
提
議
さ
れ
て
い

ま
す
。

２
日
目
は
恒
岡
先
生
の
24
式
の

型
の
意
味
の
紹
介
と
対
人
練
習
で
、

24
式
の
套
路
を
追
い
な
が
ら
型
の

意
味
を
紹
介
し
、
実
際
に
対
人
で

型
の
掛
け
合
い
を
経
験
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

対
人
練
習
を
す
る
と
套
路
の
型

と
型
の
間
が
如
何
に
大
事
だ
と
再

確
認
し
ま
す
。

懇
親
会
で
は
各
教
室
が
50
周
年

交
流
会
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な

ど
が
熱
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次

の
記
念
交
流
会
に
も
是
非
参
加
で

き
る
よ
う
健
康
の
為
に
太
極
拳
を

続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｈ
）

全
国
か
ら
の
参
加
者
は
46
名
、

大
阪
５
名
、
和
歌
山
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

太
極
拳
本
部
指
導
員
研
修

山
形
で
開
催

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
は
９
月
24

日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪

で
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
77
周
年

（
10
月
１
日
）
を
祝
う
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
開
催
、
会
場
に
は
７
０
０
人
を

超
え
る
来
賓
や
招
待
者
ら
が
集
ま
り
、

盛
大
な
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

薛
剣
（
せ
っ
け
ん
）
総
領
事
は
、

「
新
中
国
の
建
国
以
来
77
年
間
、
中

国
は
『
立
ち
上
が
り
、
豊
か
に
な
り
、

そ
し
て
強
く
な
る
』
と
い
う
歴
史
的

飛
躍
を
遂
げ
た
。
『
中
国
式
現
代
化
』

の
推
進
に
よ
り
、
14
億
人
の
人
口
を

抱
え
る
大
国
と
し
て
急
速
な
発
展
を

実
現
し
て
き
た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

（
関
西
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
か
ら
）

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
花
輪
を
贈
呈

京
都
府
連
２
名
、
大
阪
府
連
５
名
、

兵
庫
県
連
２
名
が
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
ま
し
た
。

中
国
建
国
77
周
年
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

11
月
３
日
（
火
）
12
時
開
場
、
13

時
表
演
で
エ
ル
お
お
さ
か
南
館
５
階

ホ
ー
ル
に
て
「
２
０
２
６
日
中
を
つ

な
ぐ
文
化
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
城
北
支
部
か
ら
は
中
国
語
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
中
国
語
の
歌
３
曲
を
舞

台
で
披
露
し
ま
す
。
ま
た
「
ひ
ま
わ

り
合
唱
団
」
に
よ
る
合
唱
に
も
城
北

支
部
有
志
が
参
加
し
ま
す
。

展
示
会
場
で
は
最
近
発
足
し
た
川

端
一
歩
先
生
に
よ
る
日
中
城
北
支
部

川
柳
サ
ー
ク
ル
の
作
品
、
切
り
絵
サ
ー

ク
ル
の
作
品
な
ど
の
展
示
に
加
え
支

部
会
員
の
内
藤
久
雄
さ
ん
の
満
州
時

代
の
資
料
も
展
示
し
ま
す
。

舞
台
と
展
示
の
両
方
で
参
加
す
る

城
北
支
部
の
活
発
な
支
部
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。
舞
台
、
展
示
と
も

ま
だ
空
き
が
あ
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト

普
及
も
こ
れ
か
ら
で
す
。
出
足
が
遅

れ
て
い
ま
す
が
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
楽
し
め
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

（
文
化
の
つ
ど
い
城
北
支
部

担
当
委
員

柳
基
世
）

城
北
支
部

日
中
を
つ
な
ぐ

文
化
の
つ
ど
い
を
成
功
さ
せ
よ
う

９
月
25
日
、
枚
岡
の
自
然
と
文
化

を
大
事
に
す
る
懇
話
会
と
、
年
金
者

組
合
の
主
催
で
月
見
の
会
が
開
催
さ

れ
、
そ
こ
へ
楽
器
を
楽
し
む
会
に
演

奏
の
依
頼
が
あ
り
参
加
し
ま
し
た
。

小
部
さ
ん
の
尺
八
、
竹
内
さ
ん
の

フ
ル
ー
ト
演
奏
、
竹
内
さ
ん
は
選
曲

の
趣
旨
を
説
明
し
て
吹
き
た
い
と

「
イ
ム
ジ
ン
河
に
つ
い
て
１
９
６
８

年
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
へ
渡
っ
た
の

は
た
だ
の
偶
然
で
は
な
い
、
統
一
を

望
む
民
族
の
願
望
が
分
断
の
原
因
を

作
っ
た
の
は
日
本
に
あ
る
。
そ
の
け

じ
め
を
つ
け
さ
せ
ね
ば
と
の
思
い
で

選
曲
し
ま
し
た
」
と
説
明
。

吹
き
終
わ
っ
た
後
ア
ン
コ
ー
ル
の

声
が
か
か
り
、
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
（
ロ

シ
ア
）
を
演
奏
、
こ
ん
な
場
面
は
初

体
験
と
。

40
年
以
上
中
断
し
て
い
た
楽
器
演

奏
の
再
開
は
日
中
の
お
か
げ
と
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。
（
栗
山

俊
子
）

中
河
内
支
部

月
見
の
会
で
楽
器
演
奏
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夏
の
夜
、
北
東
か
ら
南
西
に
か
け

て
大
き
な
淡
い
光
の
帯
が
輝
き
ま
す
。

天
の
川
で
す
。
織
女
星
は
こ
と
座
の

ベ
ガ
、
牽
牛
星
は
わ
し
座
の
ア
ル
タ

イ
ル
で
す
。
ど
ち
ら
も
１
等
星
で
、

天
の
川
を
は
さ
ん
で
瞬
き
あ
っ
て
い

ま
す
。
は
く
ち
ょ
う
座
の
デ
ネ
ブ
は

二
人
を
つ
な
ぐ
カ
サ
サ
ギ
に
見
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
（
夏
の
大
三
角
）
。

織
女
星
と
牽
牛
星
の
実
際
の
距
離
は

16
光
年
（
光
が
16
年
か
か
っ
て
届
く

距
離
）
で
す
。

天
の
川
を
渡
る
の
は
中
国
で
は
織

女
で
す
が
、
日
本
で
は
牽
牛
で
す
。

婚
姻
ス
タ
イ
ル
が
中
国
で
は
娶
嫁
婚
、

日
本
で
は
妻
問
婚
で
あ
る
こ
と
に
関

係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

『
詩
経
』
小
雅
の
「
大
東
」
に
織

女
と
牽
牛
が
登
場
し
て
い
ま
す
が
、

織
女
は
蚕
桑
の
象
徴
、
牽
牛
は
農
耕

の
象
徴
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
夫

婦
星
に
な
る
の
は
漢
代
で
す
。

「
古
詩
十
九
首
」
其
十
に
、
織
女

の
思
い
に
託
し
て
「
天
の
川
は
澄
ん

で
水
底
浅
く
、
向
こ
う
岸
ま
で
さ
ほ

ど
遠
く
も
な
い
。
な
の
に
水
を
湛
え

た
一
筋
の
流
れ
に
隔
て
ら
れ
、
見
つ

め
る
だ
け
で
言
葉
も
交
わ
せ
な
い
」

と
あ
り
ま
す
。
（
岩
波
文
庫
『
文
選
』

よ
り
）

織
女
に
あ
や
か
っ
て
技
芸
上
達
を

願
う
宮
中
行
事
が
乞
巧
奠
（
き
っ
こ

う
で
ん
）
で
す
。
そ
れ
が
奈
良
時
代

の
日
本
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
現
代
の

よ
う
な
七
夕
祭
り
と
な
っ
た
の
は
江

戸
時
代
後
期
で
す
。

古
代
の
日
本
で
詠
ま
れ
た
七
夕
の

歌
を
紹
介
し
ま
す
。

『
万
葉
集
』
巻
十
は
歌
を
四
季
に

分
け
、
さ
ら
に
雑
歌
と
相
聞
に
分
け

て
い
ま
す
が
、
秋
雑
歌
に
は
題
詞

「
七
夕
」
が
九
十
八
首
あ
り
ま
す

（
歌
番
号
一
九
九
六
か
ら
二
〇
九
三
）
。

巻
八
に
も
山
上
憶
良
の
七
夕
歌
が

十
二
首
あ
り
ま
す
（
同
一
五
一
八
か

ら
一
五
二
九
）
。
そ
の
一
五
一
八
で

す
。
「
天
の
川
相
向
き
立
ち
て
我
が

恋
ひ
し
君
来
ま
す
な
り
紐
解
き
ま
け

な
」
意
味
は
「
天
の
川
に
向
か
い
合
っ

て
立
ち
、
私
が
恋
し
く
慕
っ
て
い
る

君
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
だ
。
衣
の

紐
を
解
い
て
お
待
ち
し
よ
う
」
で
す
。

（
高
田

佳
誉
子
）

中
国
の
星
物
語

10
回
シ
リ
ー
ズ

第
６
回

牽
牛
織
女
（
け
ん
ぎ
ゅ
う
し
ょ
く
じ
ょ
）

９
月
20
日
ラ
ブ
リ
ー
中
国
～
短
編

小
説
で
読
む
中
国
女
性
作
家
第
２
回

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

五
・
四
運
動
期
以
降
、
進
歩
的
青

年
の
理
想
で
あ
っ
た
自
由
恋
愛
、
自

由
結
婚
が
、
都
市
部
を
中
心
に
実
践

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
女

性
を
抑
圧
し
、
商
品
化
す
る
危
険
が

潜
ん
で
い
る
こ
と
が
文
学
の
題
材
に

な
り
始
め
ま
す
。

１
９
３
７
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発

す
る
と
、
抗
日
・
救
国
が
文
学
の
重

要
な
課
題
と
な
り
、
女
性
作
家
も
抗

戦
を
テ
ー
マ
と
し
た
創
作
を
お
こ
な

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

蕭
紅(

し
ょ
う
こ
う)

の
『
手
』
と

丁
玲(

て
い
れ
い
写
真)

の
『
霞
村
に

い
た
時
』
を
読
み
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

「
日
中
戦
争
の
時
代
に
中
国
に
於
い

て
も
女
性
た
ち
は
虐
げ
ら
れ
て
い
た

事
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
「
知
ら
な
い

事
も
多
い
が
時
代
背
景
を
言
っ
て
貰

え
る
の
で
文
学
の
中
身
も
分
か
り
易

く
な
り
ま
す
」
「
制
約
も
あ
り
厳
し

い
作
家
の
生
活
の
一
端
を
、
詳
し
く

解
説
さ
れ
る
高
田
先
生
の
言
葉
に
ひ

か
れ
ま
し
た
」
「
作
品
の
背
景
そ
の

時
代
を
知
る
と
、
よ
り
作
品
に
深
み

が
増
し
、
お
も
し
ろ
さ
が
増
幅
さ
れ

ま
す
。
下
か
ら
支
持
さ
れ
た
小
説
は

強
い
で
す
ね
。
貞
貞
の
凄
ま
じ
い
気

力
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
」
「
奈
良

で
長
谷
川
テ
ル
の
顕
彰
の
会
の
会
員

で
ち
ょ
う
ど
テ
ル
が
活
動
し
た
重
慶

で
の
活
動
と
重
な
り
、
と
て
も
興
味

深
い
時
間
で
し
た
。
次
回
も
楽
し
み

に
参
加
し
た
い
で
す
」
「
宋
家
の
三

姉
妹
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
女
性
作
家
に
つ
い
て
は
何
も
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
「
先
生
が
『
中

国
で
も
韓
国
で
も
政
治
・
歴
史
と
離

れ
た
文
学
は
あ
り
得
な
い
。
日
本
は

違
う
』
と
仰
っ
た
。
私
も
そ
う
思
い

ま
す
」

(

大
出

崇
夫)

次
回
は
11
月
15
日
（
日
）

13
時
半
か
ら

大
阪
府
連
２
０
５
号
室

王
安
憶
『
あ
の
世
の
契
り
』

と
、
遅
子
建
『
花
び
ら
の
晩
ご

は
ん
』
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

女
性
部
学
習
会

日
中
戦
争
へ
と
向
か
う
中
、

女
性
の
生
き
方
を
描
い
た
女
性
作
家
た
ち

あ
べ
の
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
は
９

月
13
日
、
あ
べ
の
市
民
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
、
午
前
は
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
「
ア
レ
ン
・
ネ
ル

ソ
ン

９
条
を
抱
き
し
め
て
」
を

上
映
。
元
海
兵
隊
員
ア
レ
ン
・
ネ

ル
ソ
ン
が
語
る
戦
争
の
真
実
と
、

上
映
後
に
監
督
の
阿
部
裕
一
さ
ん

が
映
画
制
作
の
い
き
さ
つ
を
お
話

し
ま
し
た
。

午
後
は

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
戦
争

と
平
和
の

時
代

そ
し

て
今
を
考

え
る
」
を

パ
ネ
リ
ス
ト
の
大
谷
英

一
医
師
と
戦
後
世
代
、

若
者
世
代
が
そ
れ
ぞ
れ

ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

展
示
は
新
日
本
婦
人
の
会
阿
倍

野
支
部
、
年
金
者
組
合
阿
倍
野
支

部
、
東
ア
ジ
ア
青
少
年
歴
史
体
験

キ
ャ
ン
プ
、
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス

「
あ
べ
の
村
」
編
集
部
、
日
本
コ

リ
ア
協
会
・
大
阪
、
大
阪
宗
教
者

平
和
協
議
会
、
日
中
友
好
協
会
大

阪
府
連
合
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

の
展
示
は
、
反
戦
平
和
を
訴
え
た

日
本
人
女
性
、
世
界
反
戦
平
和
の

シ
ン
ボ
ル
「
長
谷
川
テ
ル
」
日
中

戦
争
時
中
国
本
土
に
て
日
本
兵
士

に
ラ
ジ
オ
放
送
で
反
戦
平
和
訴
え

ま
し
た
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
世
界

に
反
戦
平
和
・
女
性
解
放
を
叫
び

ま
し
た
。
し
か
し
日
本
で
は
教
え

な
い
・
伝
え
な
い
、
私
た
ち
が
伝

え
ま
す
。

（
Ｈ
）

大
阪
府
連
大
阪
西
部
総
会
は
シ
ル

バ
ー
ウ
イ
ー
ク
最
終
日
９
月
23
日
、

大
阪
府
連
文
化
教
室
で
19
名
の
出
席

の
も
と
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

府
連
か
ら
は
近
藤
事
務
局
長
が
出

席
、
西
区
の
憲
法
９
条
守
る
会
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
運
営
、
議
長
・
資
格
審
査
・

選
管
・
議
運
す
べ
て
女
性
委
員
が
担

当
し
ま
し
た
。

議
案
提
案
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
70

コ
マ
に
し
て
西
支
部
活
動
の
１
年
を

紹
介
し
て
か
ら
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

百
科
検
定
、
文
化
の
集
い
の
取
り

組
み
、
最
近
の
中
国
事
情
、
平
和
展
、

中
国
旅
行
、
太
極
拳
、
き
り
え
、
中

国
語
教
室
、
書
道
、
ニ
ュ
ー
ス
、
11

月
開
催
さ
れ
る
太
極
拳
50
周
年
記
念

交
流
会
へ
の
練
習
の
取
り
組
み
等
13

人
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
２
世
支
援
お
よ
び
パ
ン
ダ

署
名
へ
の
御
礼
も
あ
り
ま
し
た
。

大
会
議
案
・
決
算
・
予
算
の
採
決

を
行
い
新
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

最
後
は
永
年
表
彰
者
に
西
支
部
恒

例
の
似
顔
絵
に
お
祝
い
の
寄
せ
書
を

し
て
表
彰
状
と
も
に
お
渡
し
い
た
し

ま
し
た
。

大
会
で
選
出
さ
れ
た
新
役
員

支

部

長

恒
岡
正
勝

副
支
部
長

原
久
仁
寿

事
務
局
長

平
松
悦
雄

事
務
局
次
長

山
本
範
枝

幹

事

尾
中
妙
子

澤
野
井
公
夫

植
田
智
子

小
林
明
美

林

英
子

松
原
弥
寿
夫

大
阪
西
支
部

26
年
度

定
期
支
部
総
会

あ
べ
の
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ


